















































































































































































































































































































































う ら ん だ ー
国人が市井に往来するもの多く、そのために
歌舞音曲が禁ぜられ商賣は門を閉じて業を休み、国内さらながら喪中にある心地がしたと
いわれている」55）と、負の影響を被ったことを記した。また眞境名安興は1862年以降「殆
ど外人の足跡を琉球に絶つに至れり。是れ幕府に於て各国と修好の条約を締結せしに依る
なるべし」56）とし、米国と幕府が条約を結び開港した結果、琉球には外国人の来訪が途絶
えたということを指摘したのみにとどまる。少ない史料の分析ではあるが、沖縄学の碩学
たちは、「米琉親善」以前には、琉球史ではペルリ来琉は負のイメージか影響を最小限に
記述しているのにすぎなかったと見られる。
しかし、米軍の提唱する「米琉親善」が始まると、ペルリに関する文学作品や絵画が次々
と創作された57）。新聞はペルリ来琉の読み物や米兵による美談を掲載した58）。ペルリが日
本より先に沖縄を訪れ「米琉親善」が一世紀近く前に始まったということを強調しようと
するものだった。
これに対して沖縄の外ではペルリを批判する見方が現れた。沖縄出身で東京在の歴史
家・比嘉春潮は草稿メモで、沖縄でのペルリの取り上げ方に疑問を呈した59）。ペルリの渡
来によって「歴史が推し進められたのは事実である」としながら、「沖縄が彼の渡来によ
って何を加えたか」と批判した。隆盛を極めた「米琉親善」を批判し「その親善はイソッ
プのいう狼と小羊の親善である。小羊の沖縄から手を握ることはない」と指摘した。一方、
在東京で沖縄文化協会の会長を務めた歴史家仲原善忠は、黒船来航によって開国、近代化
した日本によって、琉球の解体が成し遂げられ、新しい国家と融合したと評価するものの、
それを可能にしたのは「米国民の平和的善意」であるとし、ペルリは帝国主義者であった
と批判する60）。
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1952年まで米国民政府職員だったJ.タル61）が「地元のインテリたちは、ペルリ一行の
活動については、種々の記録を読んで理解している…沖縄の新聞人の一部では早くも皮肉
たっぷりにペルリの気ままで貪欲な性向を指摘する者もいる」62）と論文に記述した。しか
しその皮肉は、新聞人によって表だって記事化されることはなく、「米琉親善日」を祝う
華やかな記事で紙面は埋まった。ペルリ100年祭の記事の傍らには、米兵による女性強姦
や乱闘の記事63）が掲載されていた。「親善日にそむき」という見出しに、「米琉親善」への
皮肉がわずかに織り込まれるだけだった。
「復興」を目指し、米軍が推進した「米琉親善」に対して、沖縄の人々からも、態度を
律し協同していこうという主張が登場する。関連する祭りや行事を通し、人々の内面から
占領に協力するという態度を作りだそうという方向付けが強化されていった。県外在住の
沖縄の研究者からは批判されたが、沖縄の人々には文化的な行事として受けいれられてい
った。しかし、占領者と被占領民という不均衡な権力関係では、沖縄の人々の「親善」的
態度は、支配される者としての位置を強化するに過ぎなかった。
３　「米琉親善」を巡る葛藤と読み替えられる「救済」
３-１　「親善」と海外救済者の主体性
1950年３月、ハワイから第１回「ハワイ観光団」が沖縄に到着した。米軍と琉球政府
からの熱烈な歓迎、数日間のそれぞれの故郷滞在後、一行は政府主催による沖縄全島観光
ツアーに出発した。３泊４日で沖縄島を北部、中部、南部と巡る道程で、初日に訪問した
首里で一行が目にしたのは沖縄戦で焼失した首里城址に建つ、正殿に似せた赤瓦の琉球大
学の威容だったに違いない。大学は米軍政府立として1950年に沖縄に初めて設立された。
大学の設立過程では、戦前に実現しなかった高等教育機関設置運動の流れや、占領によっ
て日本への進学が不可能となっていたため、大学設置運動が教育者や新制の高校生を巻き
込み行われていた。時を同じくして、ハワイでも物資を送る救済運動の中で大学設立運動
が取り組まれた。しかし「永続的な植民地教育を避ける」ことを目的とした運動は、米軍に
よって却下され、大学設立運動はハワイや北米の留学生受け入れに力を入れた。そのよう
な経過を経て大学は完成した64）。３年後の1953年にはペルリ来琉100年を記念した５月の
「米琉親善」週間の最終日に、琉球大学を見上げる龍潭のほとりに首里博物館とペルリ記
念館が落成した。新聞記事が「後世に伝えるシンボル　首里に仲良く建つ二つの殿堂」65）
と伝えた建物は、ペルリ記念館が米軍の「善意」として贈られ「米琉の強固な信頼関係を
示す建物を増築」66）、首里博物館は「琉球文化のシンボル」とそれぞれ形容された。この時、
首里博物館には沖縄戦後に米兵によって略奪された文化財が、「善意」として返還されて、
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収蔵された。米兵の美談は「米琉親善」を表すニュースとして注目を集めたが、真の立役
者であった沖縄系北米移民の青年が注目を集めることはほぼなかった。
1950年から開始された「米琉親善」の取り組みは、米軍と共に「復興」を推進するため、
沖縄の人々が親善的態度を自発的に選ぶことが鍵となった。親善の美談は米軍と沖縄の
人々、双方による合作で、それに沿わない行為は意識的に排除されて、反復的に語られる
ことで別の事実を形作っていった。忘却されていったのは救援活動から派生したハワイや
北米や海外の沖縄系移民の関わりであった。ハワイの沖縄移民の主体性を排除すること、
客体化することが、移民と沖縄に住む人々が本来共有していた共同体意識を分断し、占領
地域としての沖縄の人々の主体の在り方にも影響を及ぼしたのではないだろうか。
３-２　ハワイ移民の大学設置運動
1947年にハワイで結成された沖縄救済更生会は復興のために人材養成と「沖縄大学」
の設置を目標として「沖縄大学創立具体案」67）を策定した。日本在住沖縄人連盟総本部な
どの賛意を受け、同会顧問の玉代勢法雲が1949年４月に米軍と交渉するために沖縄を訪
問した。更生会は、軍が同様な大学設置計画を進めているとして、計画に協力していくこ
とを約束した。更生会はもう一つの活動の柱、ハワイや北米への留学生受け入れに傾注し
ていった68）。しかし、移民の人々からみると郷土復興に役立とうとした思いは、地元側の
受け止め方とは違っていた。琉球大学創立十周年の座談会でハワイ移民からの大学寄贈に
ついて、元民政府文教部長の山城篤男は「それは色いろな理由から民政府が余り気乗りし
ませんでした」と答えている69）。ハワイ側と沖縄側のすれ違いとはなんだったのか。山里
勝己は軍政府から見れば、更生会の運動は大学建設のために利用すべき援助活動の一環で
しかなかった」と指摘する70）。更生会は「民族の存在を保証する意味から云っても、沖縄
には沖縄人の手による、独自的、自主的大学が必要であります」と活動目標にうたった。
理事を務めた湧川清栄は、米軍が大学の設立主体となることを懸念し「教育の実権までア
メリカに握られてしまうと、永久に植民地教育をせまられて、永久の植民地住民としての
生活しか望めない」と後に吐露している。軍部と交渉した結果「むこうではすぐ『大学は
自分らが造る。君らが協力したければ物資面で寄付してくれ』と言ってきた」といい、再
度の交渉が行われることはなかった。各地の救済運動を伝える新聞「沖縄新民報」は
1950年２月15日付で「海外同胞の沖縄救援　運動に政治性加味」という見出しで、物資
による救済を続けてきた救済運動が、米国、ハワイ、ブラジル、ペルーで政治運動に変化
しつつあると伝えた。特にハワイにおいては、軍政府使用の土地に対する地代支払い、軍
政府雇用の沖縄民間人給料のドル建て支払いなど、沖縄の米軍が取り組む施策に対して、
米国へと声を上げる形になった。北米沖縄復興連盟は1950年２月に沖縄へメッセージを
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送った。「沖縄復興が１日も早くならんことを祈っている。戦後窮乏と不自由の中で『民
主新沖縄』の建設に不倒活動を続けているのに感激している」71）。同盟は、今後沖縄の帰
属問題に焦点をあて、陳情請願運動に取り組むことを伝えた。こののち、ハワイでは沖縄
の帰属について、玉代勢らが琉球と日本の系譜的な連続性から日本返還支持を訴える派と
米国の沖縄統治の支持者の二派に分かれて運動を展開した72）。
沖縄系ハワイ移民の大学設立案は、米軍と競合していたことが表向きの理由と考えられ
るが、軍政府、民政府にそれ以上の思惑があったことをうかがわせる。しかし、現段階で
は交渉経過に関する資料や記述が見つかっておらず、状況から類推するのみであり、今後
の調査を継続したい。
３-３　海外「救済者」の観光団
沖縄観光業界の重鎮、宮里定三は「第２次大戦で焦土と化した沖縄に、初めて訪れた観
光団は、ハワイ在住の県人会が企画した「沖縄観光慰問団」で、衣類や食料品の援助物資73）
を満載した米国のダラー汽船（筆者注、沖縄県系ハワイ２世の比嘉武信がまとめた『新聞
から見るハワイ90年の沖縄人　戦後編』74）ではダラー社ではなく、アメリカン・プレジデ
ント・ライン社の船と記述とされている）が勝連のホワイトビーチに寄港したのが、沖縄
観光の第一歩だった」と述べている75）。日本への渡航が1949年に許可されると、ハワイ移
民は同様に沖縄へも渡航出来るよう運動を開始した。『新聞から見るハワイ90年の沖縄人　
戦後編』に経過がまとめられている。1949年６月、「沖縄訪問をゆるせ」という見出しの
記事では、日本と同様に沖縄訪問、小包郵便、米輸送、民間送金の許可を求めている。半
年後の1949年12月、アメリカン・プレジデント・ラインがハワイからの観光団の輸送、
引き受けを打診した76）。1950年２月１日、第１回訪問団63人がゴードン号でハワイを出
発した。旅費１等290ドル、３等115ドルで、携行品制限だろうか「諸道具一箱、ミシン、
自転車一台ずつ」という記述も見られた77）。
初めてハワイ観光団を受け入れる沖縄側の機運の高まりを新聞記事が伝えている。「う
るま新報」78）は参加者75人の氏名と出身地名簿を２度に渡って掲載した。船が米軍ホワイ
トビーチに到着した時には、シーツ軍政長官や志喜屋知事が出迎え、軍楽隊の演奏、茶菓
子饗宴でもてなされ、投宿先の最寄り警察署までＭＰ護衛付きでバスで送迎された。翌
14日付の『うるま新報』はレイを胸に故郷に帰った人々の感激ぶりとともに、訪問団の
代表者は「ハワイの沖縄出身者を出来るだけ誘致するように手を尽くすべきだ」とあいさ
つし、船上で集められた455ドルが復興基金に寄付されることを報じた。社説は訪問団の
目的を「同胞の各位は決して観光に来たのではなく、郷土とそこにすむ人たちの真実の姿
を見に多額の経費をかけて渡ってきたのであろうから」と訪問団の「救済」の側面に注目
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して記述している。しかし、一行を歓迎したシーツ軍政長官のあいさつは「諸君の戦後来
初の来訪は琉球が外界との十分で必要な接触へと移行しつつあることをも□中に知らしめ
るものである。諸君はその家族に物質的な必需品79）をもたらしたが…（筆者注、□は不明
字）」と、訪問団受け入れを沖縄占領における「復興」の達成度を示すものと意義づけた。
訪問団は親戚訪問が一段落した３月28日、那覇に集合し、４日間の島内観光に出発した。
４つの観光コースが新聞発表されており、那覇を出発する第２コースには首里の琉球大学、
名護を出発する第３コースの中に中城城址公園が訪問先として設定された。琉大は開学直
前であり、中城城址公園は開園から１カ月もたっていない時点だった。コースに組み込ま
れたのは、「復興」を示す場所として琉大、中城城址公園、他には沖縄戦で日米軍の指揮
官が戦死した場所や姫百合の塔などの戦跡やペルリの兵隊が埋葬された外人墓地、米軍政
府や美術村、景勝地、霊御殿などの旧跡などだった。那覇で知事と懇談会、琉球舞踊鑑賞、
歓迎角力大会を楽しみ、名護で大兼久の棒エイサーなど芸能による歓待を受けている。
全日程を終えた訪問団の池原銀輝は「私たちは花見遊山に来たのではなく郷土の真の姿
を見に来たのであるが各地での盛大な歓迎には唯々恐縮するばかりであった」（『うるま新
報』４月１日）と述べている。訪問団は救済物資を携え、食料事情も整わない中で、親族
の安否確認と沖縄の「復興」を確かめるために訪問した。その訪問は、米軍と沖縄の人々
が共に推進する施策に沿って、沖縄の住民側が初めて受け入れる団体旅行第１号である「観
光」訪問団として受け入れられていった。
ハワイ慰問観光団の記録は沖縄の観光史の中でも宮里のわずかな記述と、ハワイや沖縄
の新聞だけで確認できるのみだ。1950年代、「観光」が産業として成り立たない状況の中で、
取り組まれた「観光」政策は、観光コースが設定されたものの訪れる人の増加にはつなが
らなかったとみられ施策としては、忘れられていった80）。
３-４　「親善」の影に隠された移民
ペルリ記念館の譲渡式には米軍副長官、比嘉秀平主席が参加し、親善懸賞論文表彰式、
沖縄戦時に米兵を救助した沖縄の人の表彰、米国から返還され首里博物館に収蔵される文
化財の「贈呈」式が行われた。
100坪の首里博物館に比べ、30坪の記念館は、建坪は小さいものの、琉球瓦の屋根を大
きく張出したモダンな設計で耳目を引いた。中城城址公園の整備に携わった仲座の建築に
よるものだった。元職員が「当時の沖縄で一番大きな建物で、目につきやすかった。それ
で一般の人も物珍しがってよく入ってきた」81）と回想するように、記念館は存在感ある建
物だった。
２つの建物に収納されたのは、首里城や元王族宅であった中城御殿から米兵によって略
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奪された貴重な文物だった。その文物が、ペルリ来琉100年の節目に、米国からの「贈呈」
という形式で沖縄に返還された。『中山世鑑』『おもろさうし』、尚家の位牌、国王かんざ
しなど53点だった82）、ペルリ記念館に収蔵されたのは戦災で焼失した首里城正殿と守礼門
の大型模型だった。模型は琉球建築の技術継承を目的として発案された。戦争で焼失した
城や門の模型、米兵が略奪して返還された琉球の財宝の陳列は、その文物が破壊や奪われ
た政治的な過程を不可視にし、文化的な側面だけを注視させようとする行為だった。
略奪という行為を消し去るためには、返還が強調されなければならなかった。そのため
真の立役者であった一人の沖縄系移民の活躍は、大きく報道されることはなく、「米琉親善」
の象徴として注目を集めたのは、アイゼンハワー大統領の使いとして文物を運んだウィリ
アム・デビス軍曹だった83）。しかし、「返還」の発端は米国で「おもろさうし」の鑑定を
持ちかけられた沖縄系移民の吉里弘が、沖縄戦時の略奪品の存在に気付き、沖縄に戻すよ
う働きかけたのが始まりだった。反応が鈍かったため、デビス軍曹の力をかり、返還にこ
ぎつけた。しかし記事は吉里の存在を簡単に紹介するのみで、デビス軍曹については経歴
も詳細に記述し、美談として紹介した。「贈呈」された沖縄側も「米琉親善日にあたり琉
球の古文化財を返していただくことはただただ感謝するばかりです。今後もアメリカ政府
のご厚意がつづけば返していただけるものと思う」と丁寧な感謝を述べている84）。略奪は
不問にされ、「米琉親善」の筋立てにそって米軍の「善意」が報じられた。略奪への批判は、
日本への留学生である沖縄県学生会が東京で発行した本『祖國なき沖縄』が指摘するにと
どまった85）。吉里の功績が認められ、沖縄県が遺族に感謝状を贈ったのは1995年になって
からであり、ペルリ祭100年の時から42年たってからだった。
略奪から「返還」された文物、それを収蔵する首里博物館と、戦災で焼失した城を模型
として展示するペルリ記念館。そこから見上げた丘の頂にある琉球大学。「復興」への道
に向けて「親善」の筋書きにすべてが回収されていく中で、「復興」は米軍だけによって
導かれ、それを方向付ける「米琉親善」の光景がそこでは視覚化されていた。大学設立な
ど、沖縄系ハワイ移民が救済を通して主体的に関わることができず、「観光」客としてそ
れを眺める存在として位置づけられたのではないだろうか。
敗戦直後から取り組まれた海外の沖縄県人社会による「救済」運動は、衣類や医薬品な
どの物資救済から、ハワイ移民による大学建設に進んだ段階で、沖縄の米軍、民政府によ
って排除された。また、救済物資を携え沖縄系ハワイ移民が故郷訪問団として訪れるのを
機に、沖縄では施策の目玉だった「観光」の中に位置付けられ、観光コースの設定や施設
整備が行われた。戦争からまだ５年しかたたない中での「観光」は、時期尚早であるが、
「復興」を示す一つ印として位置づけられた。また移民が略奪文化財の返還に寄与しても、
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その存在が米兵に比べ注目を集めることはなかった。ハワイ系移民の沖縄への主体的な関
わりは、米軍や沖縄の人々によって常に周辺化され、客体化されていった。とりわけ、「米
琉親善」に沿って米軍の美談を作り上げようとする時に、移民の人々は意識的にそこから
排除されていったと考えられる。
おわりに
本稿では、二つのペルリ記念館計画が立てられた４年の間に、「復興」の推進者となっ
た沖縄の人々が、米軍が要請する「親善」的態度へと方向づけられていく過程を検討した。
中城城址公園の整備計画に注目し、そのプロセスで米軍がペルリを再発見し「親善」の象
徴としていったこと、少ない選択肢の中で理想の「復興」を巡る対立の中から沖縄の人々
が、葛藤や妥協を重ねながら、それぞれの「復興」を獲得していこうとする姿を描いた。
「米琉親善」として位置づけられると、「復興」のために自立的に態度を律していこうと
する論が沖縄の人々の中から現れ、反共主義を広めることを目的としたピープル・トゥ・
ピープル・プログラムや「情報教育計画」へと動員されていった。その状況の中で、海外
沖縄社会の「救済」は「親善」の態度を引き出す際の障害となり、徐々に周辺化されてい
ったと考えられる。しかし、この部分では海外沖縄県人社会と沖縄の人々の関係性を十分
に検討が不十分で、本稿の目的である沖縄の人々の主体について記述することはできてい
ない。課題として検討をすすめたい。
注
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建設などを求め琉球に来航した。
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期に顕著だった。宮城悦二郎「アメリカ文化と戦後沖縄」照屋善彦・山里勝己・琉球大学アメ
リカ研究会『戦後沖縄とアメリカ　異文化接触の50年』沖縄タイムス社　1995年19頁。
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2010年　21頁
６）「国際公園目ざし　近代美を装う護佐丸の古城　今日盛大な開園式」『うるま新報』1950年
３月５日
７）J.R.Sheez　MajorGeneralUnitedStatesArmy,MilitaryGovernor　任期は1949年10月か
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18）1949年、日本への移民の入域が許可されると、遅れて沖縄入域も許可された
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32）「観光施設と切り離し　『戦災復興』に止む」『沖縄タイムス』1950年３月17日
33）民政府提出の予算案は当初4700万円から860万円程に減少した。筆者の試算では当初の配分
ペルリに重ねる「復興」と「親善」（謝花直美）
198
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